
経営比較分析表（令和3年度決算）
宮城県　石巻地方広域水道企業団
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　経営の健全性・効率性については，経常収支比率や流動比率の状況から，
概ね健全な財政状況にあり，経営の安全性は確保されていると判断できま
す。平成30年度において発生した約22億円の累積欠損金については，当年度
の純利益を補填し，減少を図ったところでありますが，約7億円が残額として
翌事業年度に繰り越されることから，引き続き，後年度の純利益をもって解
消を図り，累積欠損金の早期解消に向け，今後も経営の効率化に努めていく
必要があります。また，給水収益の状況については，給水人口の減少のほ
か，昨今のコロナ禍の影響による地域経済の低迷等，今後も大変厳しい経営
環境が続くと予想されます。
　老朽化の状況については，とりわけ管路の老朽化が進んでいます。現在は
災害復旧事業に重点を置いた建設改良事業を実施していますが，事業の終息
に合わせて，将来の水需要の動向を見極めながら，適正規模での改良・更新
を検討し，計画的かつ効率的に更新事業を進めていく必要があります。
　当企業団の水道事業においては，前述のとおり，継続的に事業を運営する
うえで多くの課題を抱えています。課題解決に向け，なお一層の効率的な経
営に努めていく中で，景気動向及び復興状況などの社会情勢と当企業団の財
政状況を分析し，適切な料金水準並びに施設の統廃合等の検討を含め，適正
規模での投資計画を策定し実行していく必要があります。

269.38 【】 令和3年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 86.30 99.80 3,718 176,673

全体総括

655.85

①経常収支比率について
　給水人口の減少及び新型コロナウイルスの影響による地域経済の低迷に伴
う給水収益の減少等により，前年度を下回ったものの，約2億円の純利益が発
生したことにより100％を上回っております。今後も100％以上を維持するた
めに，適切な料金水準の検討及び費用削減等の経営効率化を図ってまいりま
す。
②累積欠損金比率について
　平成30年度において，基幹浄水場の移転復旧事業に伴い発生した約22億円
の累積欠損金に対し，当年度約2億円の純利益を全額欠損金の補填に使用した
ことにより減少しています。累積欠損金の解消に向け，経営の効率化に取り
組み，翌年度以降発生する純利益をもって早期の解消を図ってまいります。
③流動比率について
　短期的な安全性について，財務上及び継続的な経営活動に問題は生じてお
りません。前年度と比較し，未収金の増加及び前受金の減少により，流動比
率を上昇させたことから，類似団体比較においても健全な状況となっており
ます。
④企業債残高対給水収益比率について
　類似団体よりも低い水準であり，年々減少していますが，老朽化施設の更
新事業が控えているため，経営状況を分析し，他団体との財政状況を比較し
ながら，適切な起債を計画してまいります。
⑤料金回収率について
　100％を下回っており，本年度においては，主に固定資産の除却費用に伴う
給水原価の増加が影響しております。昨今の水需要の減少に加え，施設更新
に多額の財政需要を見込んでいるため，健全経営に向けた費用の削減ととも
に，適切な料金水準の検討をする必要があります。
⑥給水原価について
　前年度と比較し増加しており，類似団体よりも高い水準にあります。原価
を構成する費用のうち，減価償却費や維持管理費が大きな割合を占めてお
り，市町合併による固定資産の増加や，給水区域が広域的かつ人口密集度が
低い地域が点在していること等が要因となっております。加えて，今年度は
災害復旧事業に伴う固定資産除却による費用が増加したこと等も影響してお
ります。
⑦施設利用率について
　令和2年度より緩やかに上昇していますが，類似団体と比べて低い水準にあ
ります。将来の水需要に対応した施設の更新，統廃合等を計画的に実施し，
効率的な水運用に努めていく必要があります。
⑧有収率について
　漏水等による無効水量の増加が影響し，前年度及び類似団体よりも低い水
準となっています。老朽管の更新や漏水防止対策等の推進により，有収率の
回復，向上に努めてまいります。

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却費率について
　前年度と比較し減少しており，類似団体より低い水準となっています。今
後も老朽施設の更新については，計画的かつ効率的に取り組んでまいりま
す。
②管路経年化率について
　依然として類似団体より高い水準で管路の老朽化が進んでいる状況です。
投資財源の確保や経営に与える影響を分析し，計画的かつ効率的に更新を実
施していく必要があります。
③管路更新率について
　東日本大震災以降は，災害復旧事業に重点を置いた建設改良事業を行って
います。災害復旧事業の完了が目前に迫り，前年度以上に工事件数が増加し
たことに伴い，管路更新率は大幅に上昇し，他団体よりも高い水準となりま
した。本格的な老朽管の更新事業は，災害復旧事業が完了した以降を見込ん
でおります。

2. 老朽化の状況

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 0.76 0.93 1.41 1.57 2.39

平均値 0.65 0.70 0.72 0.69 0.69

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 118.60 74.24 112.52 112.91 103.48

平均値 113.95 112.62 113.35 112.36 112.26

41.00

42.00

43.00

44.00

45.00

46.00

47.00

48.00

49.00

50.00

51.00

52.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 44.79 45.01 44.55 44.90 44.84

平均値 48.01 48.86 49.60 50.31 50.74

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

40.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 29.07 28.01 30.98 32.89 33.43

平均値 16.60 18.51 20.49 21.34 23.27

①経常収支比率(％)

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

40.00

45.00

50.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 0.00 45.19 30.81 17.74 14.27

平均値 0.00 0.75 0.51 0.29 0.25

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

700.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 581.21 543.23 598.33 538.95 575.40

平均値 307.83 318.89 309.10 306.08 306.15

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 230.91 216.67 204.20 190.21 178.23

平均値 295.44 290.07 290.42 294.66 285.27

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 112.95 64.86 106.13 109.14 99.00

平均値 106.02 104.84 106.11 103.75 105.30

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 195.79 341.64 209.23 202.16 223.48

平均値 158.60 161.82 161.03 159.93 162.77

53.00

54.00

55.00

56.00

57.00

58.00

59.00

60.00

61.00

62.00

63.00

64.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 59.41 58.17 56.95 57.27 57.58

平均値 62.88 62.32 61.71 63.12 62.57

86.00

86.50

87.00

87.50

88.00

88.50

89.00

89.50

90.00

90.50

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 87.64 89.12 89.96 90.29 87.92

平均値 90.13 90.19 90.03 90.09 90.21

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【111.39】 【1.30】 【261.51】 【265.16】

【90.12】【60.29】【167.74】【102.35】

【50.88】 【22.30】 【0.66】


